
今、南原繁を
生誕130周年に寄せて

カ

本年2019年は、南原繁生誕130年の記念すべき年に当たつてしヽ

る。そこで、南原繁研究会は、本年 11月 2日 Uに 「今、南原繁を

読む一 生誕130年に寄せて一 Jを共通テーマとするシンポジウム

を開催することにした。そのねらいは、南原繁が残した足跡を振り

返りつつ、その中に現在から未来にかけて継承すべき遺産を探り当

てることにある。

基調報告は、戦後日本の中東研究をリードさllてきた板 垣 雄 三

東 京 大 学 名 誉 教 授 、宗教史学の分野で卓越した業績を挙 ずら

れている島 薗 進 東 京 大 学 名 誉 教 授 にお願いし、広く南原の

1国家と宗教』をめぐる原理的な、あるい よ宗教思想史的td問題群

に光を当てていただくことにした。また、中国人研究者を含む3人

のパネリストには、両先生の基調報告へのコメントをお願いすると

ともに、天皇市Jや憲法、あるいは教育といつた視点から今、南原繁

を読むことの意味につしヽて思命じていただくことにする。

日時:2019年 11月 2日 (土 )
13:00-17120 〔開場 12:15〕

(申込み要)

場  同斤:学IL壬託這202号拒三(東京都千代田区神田錦町328)

電言舌03-3292-5936

参力睡罫 :1,000円 。学生500円

主  催 :南原繁研究会 (代表 樋野興夫 ‖贋天堂大学名誉教授)
後  援 :岩波書店、学士会、東京大学出版会、公共哲学ネットワーク

申込方法 :「南原繁研究会Jのホームページに掲載されている申し込み
フォーム (またはEメール、FAX、 往復はがき、裏面参照)

を利用してください。

ホームページ :「南原繁研究会J httpノ/nanbara sakura nc ip/
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■開会  13:00
朗読 南原繁の文章から
開会あいさつ

元TBSアナウンサー

南原繁研究会代表
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・:。第 1部 基調講演 (13:15～ 14:35)
基調講演 I

|  |● :j器景1:L

聰鑑

愛知大学国際コミュニケーション学部教授 鈴木規夫

上海社会科学院 宗教研究所所長/研究員 晏 可佳
通訳 同/副研究員 王  盈

千葉大学大学院特任研究員 宮崎文彦
創価大学文学部教1受 伊藤貴雄

南原繁研究会顧問 カロ藤 節

南原繁『国家と宗教』を読みなおす

― (世界の危機)の現在と向き合うために

東京大学名誉教授 利更垣亘  力佳

基調講演Ⅱ

南原繁・無教会・国家神道
東就 学名摯 授 島 薗 進

………………………………………………………… 休 憩  …………………………………………………………

・卜第 2部 バネル・ デイスカッション (14:55～ 17:20)

テーマ:今、南原繁を読む
0コーディネーター

・ 討論 I

・ 言寸論Ⅱ

・討論Ⅲ

・全体質疑討論

・
=閉
会あいさつ
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※なお、シンポジウム終 了後、懇親会 (1730～ 19:OO)を 予定しております。(定員100名  会費2.000円  自由参加 当日申し込み)

シンポジウムヘの申し込み方法  (※締め切り 定員250名 )

0インターネット:廂原鋼汗究剣 のホームページに掲載されている申し込みフォームを利用して下さい。

② Eメール     :a“ociation@nanbara sakura ne Jp

OF A X  :南 原繁シンポジウム事務局 FAX 043-290-3028
0往復はがき  :〒 263-8522 千葉市稲毛区弥生町133

千葉大学大学院社会科学研究院公共哲学センター内 南原繁シンポジウム事務局

第 16回 南原繁シンポジウム 参力□申込書 (FAX宛先043-290-3028)

氏  名 所  属

住  所
T

電  話 匡―mそ)it


